
NPO People’s power network



自己紹介

太陽光発電との関わり、設置者のコミュニティ活動から、市民共同発電所
づくりへ、さらに市民電力のネットワークへ

1993年～2017年 東京・生活者ネットワーク(ローカルパーティ）の政策スタッフ、環境政策担当。

1998年 生活クラブ生協のモニター事業に参加して、自宅の屋根に太陽光発電を設置。

2001年 CELCクリーンエネルギーライフクラブ設立、2006年 NEF新エネ賞。

2003年 太陽光発電所ネットワーク設立。

2013年 こだいらソーラー設立。現在までに7機100kWの市民発電所を運営。

2014年 市民電力連絡会設立、2017年 NPO法人となる。

2015年 パワーシフトキャンペーン始動。市民発電所台帳PJ発足。

2020年 気候変動アクション環境大臣表彰をこだいらソーラーが受賞。

市民電力連絡会理事および事務局⾧、こだいらソーラー理事⾧、パワーシフト運営委員など



２０１３年こだいらソーラー設立、現在市民発電所7機を運営
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売電先電力会社
第１号 エネックス
第２～４号 生活クラブエナジー
第５号 みんな電力
第６、７号 東電パワーグリッド

⇒エネックス







2012年、FITをきっかけに広がる市民電力

足温ネットえどがわはお寺の屋根 世田谷みんなのエネルギーは教会

八王子協同エネルギーの牧場ソーラー 環境まちづくりNPOエコメッセ



調布まちなか発電所
～公共施設に34か所

多摩電力合同会社第一号発電所
（恵泉女学園大学30kW)

ソーラーシェアリング
（千葉県匝瑳市）
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発電所数 設備容量

市民発電所台帳2016 139 3,696kW

市民発電所台帳2017 220 9,925kW

市民発電所台帳2018 553 22,332kW

市民発電所台帳2019 713 32,998kW

市民発電所台帳2020 765 67,218kW







発電所の設置数・平均出力数の推移

（棒グラフ数字は発電所数、折れ線グラフ数字はモジュール出力数）
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発電所の工法（数字は発電所数） 中小規模グループにおける資金調達の方法（数字は発電所数）
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数字は発電所数）





• 原発、大型水力などの電気に追加的な収入
• それらの電源を持っているのは大手電力

非FIT非化石
価値取引市場

• 原発、石炭火力、大型水力の電源を固定化
• 供出価格が適正であるかの監視が難しい

ベースロード
市場

• 古い原発や石炭火力発電の延命のインセン
ティブに

• 容量賦課金はすべての電力会社が負担
容量市場

原発や石炭火力、大型水力などを持っている大手電力に有利
再エネ供給を目指す新電力には不利な各種市場の創設
新電力はますます厳しい状況に・・・



大手電力が
多くを保有

2017年度の電源構成（自家発電含む）
環境エネルギー政策研究所
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